
学生交流か ら始める国際化 その3

一第二外国語の履修学生と留学生の教育活動報告及び今後の展開

酒勾 康裕 ・林 君穂

1.は じめに

本稿 は近畿大学内における教育交流活動 の一環 として2008年 度 より実施 して きた、

『パー トナーシップ』(2010年 度は6月 実施)及 び 『ことばのフェスティバル』(同 年度12

月実施)の 報告を行なうと共に、本活動 を第1回 目か ら総括 し、今後の活動方向の検討、

正規の授業時間外における外国語学習支援方法や、学内における学生を中心 とした国際交

流のあるべ き姿について提案を行なうものである。

「パー トナーシップ』 と 「ことばのフェスティバル』 は共に、2008年 度に旧語学教育部

学習支援委員会委員 と教員有志によって始め られた。本活動の目的は外国語(主 に第二外

国語)を 学んでいる日本人学生 と留学生の交流を通 じ、 日本人学生には学習 している外国

語運用の機会提供 と外国語学習への動機づけ、留学生には日本人学生 との信頼関係の構築

を行ない、本学における外国語教育 と学習、及び学内の国際交流をより一層活発にすると

ころにある。第1回 、第2回 の詳細な内容 については、魏穂君 ・酒勾康裕(2009)及 び、

酒勾康裕 ・徳永恭子 ・大東和重(2010)を 参照されたい。

2010年 度からは全学共通教育機構教養 ・外国語教育センターの広報出版委員会が主催 と

なったが、実施内容については旧語学教育部において行なった内容 とほぼ同内容である。

2.教 育交流活動の概要

2.1第3回 『パー トナーシップ』実施内容

① 企画意図及び目的

本学の日本人学生 と留学生が出会う機会を提供 し、本行事を通 じて外国語の実践や

動機づけ、学生間の自主的かつ積極的な国際交流活動への展開を目的 とする。

② 実施 内容

・日時:2010年6月16日(水)5時 限

・場所:Eキ ャ ンパ ス内BLOSSOMCAFE3F多 目的 ホール
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・当 日の流 れ:

ア.受 付(学 生ス タ ッフの手伝い による)後 、軽食 を受 け取 り、 テーブル にて待機

イ.開 会、参加者への本行事 の趣 旨説明、 ルール説明

ウ.参 加学生 同士 の挨拶 と名刺交換、 フ リー トーキ ング

エ .学 生ス タ ッフ進行 によるゲ ーム(あ っちむい てホイ、 たけのこニ ョッキ)

オ.引 き続 き、参加学生 同士 のフ リー トーキング

カ.ア ンケー ト作 成、 『こ とばの フェス テ ィバル』及 び学生有 志 によるサー クル結

成案 内

・参加 学生 人数及び内訳:103名

*教 員参加 人数14名 、職員参加 人数1名

表1参 加学生数 (名)

事前申し込み 当日申し込み 合計

日本人学生 63 一 63

留学生* 39 1 40

102 1 103

*留 学生には別科生 も含む

表2参 加学生の学部別内訳 (名)

学部 日 留 学部 日 留

法 10 1 文芸 31 4

経済 2 2 総合社会 0 4

経営 19 14 留学生別科 一 8

理工 1 7

表3留 学生の出身地 (名)

中国 16 アメ リカ 1

韓国 12 ベ トナム 1

マ レ ー シ ア 6 ミ ャ ン マ ー 1

台湾 3

③ これまで の実施内容か らの変更点

・空 間の確保

第1回 目、 第2回 目共 に11月 ホール地下 の食 堂の一部 を貸 し切 りに して実施 し
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たが、参加学 生か らのア ンケー トに広 い場所 の確保 を求め る意見が あった。 また、

参加 学生 を増や し、 よ り活発 な活動 を行 な うため に も、第3回 目よ りBLOSSOM

CAFE3Fの 多 目的 ホールを利用 する ことに した。今後 も約100名 が参加 す る規模

で あれ ば、適切 な空 間である と思 われ る。

・学生ス タ ッフの参加

これ まで は企画段階か ら当 日の運営 まで全 て教員が担 って きた。 しか し、第1回

目、第2回 目に参加 した学生 の中か ら運営 の協力が得 られ、会場での受付、及 び行

事 中のゲ ームの進行 に加 わるこ とになった。本行事が学生 間の交流 を行 なうこ とが

大 きな 目的で もあるため、次 回以 降 も参加 の方法 を検討 しなが ら共 に行 なってい く

必要があ る と考 え られ る。

④ 今後の改善点

・多様な留学生の参加

表3に ある通 り、今回参加 した留学生の出身地は7で あった。その中で も本学に

は主にアジアか らの留学生が多いため、中国や韓国、台湾か らの留学生の参加比率

が高 くなる。資料編1.2に 提示 した、履修 している(履 修 したことのある)外 国

語を見ると、英語を除けば中国語 と韓国語が圧倒的に多いため、これ らを履修 して

いる日本人学生にとっては、中国語や韓国語を母語 とする留学生 と直接対話がで き

る機会 になっている。 しか し、アンケー ト結果(資 料編1.6参 照)に 「留学生が

少ない」や 「英語圏の留学生 とも交流 したい」 といった意見 も見受けられる。 日本

人学生と留学生の相互交流がより幅広い ものとなるためにも、学内の連携 を通 じ

て、より多 くの留学生に声を掛け、働 きかける必要があると考えられる。

2.2第3回 『ことばのフェスティバル』実施内容

① 企画意図及び目的

『パー トナーシップ』で出会った 日本人学生 と留学生がパー トナーとなり、「○○語

と私」、「○○での留学体験」、「留学生(日 本人学生)と の交流」等をテーマにして発

表原稿の作成や発音練習など、発表に至るまでの一連の共同作業を通 じて、外国語や

日本語の運用能力向上及び、学生間の活発な国際交流と相互理解の促進を目的とする。

② 実施 内容

・日時:2010年12月10日(金)16:30～18:30
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・場所:38号 館2階 多 目的利用室

・当 日の流 れ:

ア.委 員及 び教員有志 による会場設営(横 断幕、 プロジェクター設定等)

イ.発 表者集合、発表順等確認

ウ.開 会 の挨拶(教 養 ・外 国語教育セ ンター副セ ンター長)、 審査委員紹介

工 .審 査対象者の発表(16組 、原稿 の 日本語訳 をプ ロジ ェクターにて提示)

オ.特 別枠 の発 表(3名 、長期留学経験等 の出場条件 に当ては まらないケースの学

生)

カ.結 果発表及 び表彰

キ.総 評(広 報 出版委員長)

ク.出 場者 ・来場者 と記念撮影

・発表者数及 び内訳:21名(ペ アで出場 した学生 がいたため、19組)

表4発 表学生の内訳及び観客数

発表言語 発表人数 学部内訳

ドイツ語 5 法1経 営1 文芸(院) 1理 工2

フランス語 1 文芸1

中国語 7 経済3 経営1文 芸2 理工1

韓国語 6 経済2文 芸4

日本語 2 別科2

観客 約70名(教 職員含む)

・発表 内容 の審査

審査委員長1名 、 ドイッ語、 フラ ンス語、 中国語、韓 国語、 日本語(英 語の教員

が担 当)の 審査員各2名 、計11名 によ り、担 当言語 につ いて は語学面 か ら、担当

以外 の言語 につい ては態度面か ら審査。

・結果

1位:文 芸学 部2年 生(韓 国語)

2位:法 学部3年 生 ・文芸学研 究科Ml(ド イツ語)

3位:文 芸学 部1年 生(韓 国語)

人気賞:別 科生(日 本語)
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③ これまでの実施内容か らの変更点

・実施曜 日

第2回 までは 『パー トナーシップ』 と同様の水曜 日に実施 した。 しかし、以前 よ

り授業が重なり参加が難 しいという声 もあ り、今回は金曜日の5時 限の時間帯に変

更 した。この結果、発表者や聴衆の中から開催曜 日・時間に関する意見や要望は特

に見られなくなり、また、発表する学生 との事前打ち合わせに時間的余裕ができた。

・新たな特別発表枠の設置

第2回 は審査対象外の特別枠 としてタイ語の発表を設けた。今回は申し込みの時

点で当初予定 していた15名 よりも多い、24名 の申し込みがあった。そのため、申

し込んだ1年 生に対 しては発表する言語の学習時間数を確認 した上で、次回申し込

んだ場合に優先的に受け付けるよう話 をして断るケースも生 じた。また、出場でき

ない条件 として設けている、「外国での滞在年数6ヶ 月以上」に該当する学生の申

し込み も複数あったが、審査対象外の特別枠 として3名 の発表 を認めることになっ

た。これは、発表する学生のみならず、聴衆 として来ている学生に対 しても刺激を

与える狙いがあり、資料編に載せた 「発表者の人の経験談を聞くと大学生ってすご

い行動力 と自由さがあるのだと感 じました。大学の間に留学や海外旅行の経験をし

たいと思いました」 という感想があるように、発表者と聴衆両者にとって良い結果

になったと思われる。

・出場者や発表方法 の多様化

毎 回、新 た なケ ースが生 じてい るが 、今 回 はフラ ンス語 での発表 が初め てあ り、

また、二人一組 で二組 が発 表、ス ピーチ しなが ら写真 を提示 す るな ど、出場者が工

夫 を して多様 な発表が あった。当初 よ り、 スピーチ形式の発表 のみ な らず、歌や寸

劇 な どの発表 も募集 してい たため、 このような傾向 は今後 とも続 くと思 われ る。

④ 今後 の改善点

・パ ー トナー作 りの方法

発表者 は発表 に至 るまでの準備 を、パ ー トナー となる留学生や 日本人学生 と共 に

行 なうこ とが前提 である。 しか し、 このパ ー トナーは 「パ ー トナーシ ップ』の時 に

出会 った相 手 と組 める ことが一番 の理想 であ るが、 『こ とばの フェス テ ィバ ル』 ま

で約半年 の期 間が あるため、実際 は留学生会か らの協力 を得 なが ら教員側がパ ー ト
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ナーを紹介 してい るケースが大部分で ある。今後 は 『パ ー トナーシ ップ』時 におい

て 『こ とばの フェス テ ィバ ル』 との連携 をよ り意識 した運営方法 を考慮 してい く必

要が あるであ ろ う。

また、 これ ら一連の行事 に積極的 に参加 して きた学生 によ り、 国際交流サ ークル

結成 の動 きが見 られる。教員側か らの紹介 のみ な らず、 このようなサ ークルに参加

す る学生 の働 きか けによ り、学生 による自主的 な動 きへ と繋 げてい くこ とも可能で

あろう。

・事前審査方法の検討

今回は申込者数が多数あり、出場を断ったケースがあった。今後 ともこのような

ケースが起こることは十分に考えられ、申し込み時に原稿の提出や、発表予定外国

語の録音資料の提出を課す等の方法を検討 してい く必要であろう。

3.3年 間の総括と今後の展開

本活動は第二外国語教育の学習支援活動の一つ として始まり、これまで関係教職員の協

力の下、試行錯誤を繰 り返 しなが ら正規科 目以外の第二外国語学習の機会を提供 し、また

同時に学内における国際交流の一つの形を創 り上げてきた。ここでは計3回 実施 して きた

一つの区切 りとしてこれまでの内容を振 り返 り
、今後の展開について提案を行なう。

3.1「 パ ー トナ ーシップ』の総括

まず、 これ までの 『パ ー トナーシ ップ』へ の参加人数等 を年度別 にま とめ る。

表5「 パ ー トナ ーシップ』参加人数

年度2008年 2009年 2010年

合計人数 71 86 103

内訳
日 留 日 留 日 留

39 32 51 35 63 40

毎年、多 くの学生が参加で きるよう人数を増や してきたが、第3回 で使用 した施設の規

模や進行の関係上、参加者数は全体で100名 程度が望ましい と考えられる。また、 日本人

学生数 と留学生数の比率 も2010年 度の比率、若 しくは半分ずつの比率になるよう今後は

参加申し込みの段階か ら調整を行なっていくことが考えられる。 しか し、留学生数は大 き

な変化がないため、今後参加の呼びかけ方法等に工夫が必要であろう。
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表6日 本人学生の学部内訳 (名)

2008年 2009年 2010年

法 7 11 10

経済 2 3 2

経営 12 10 19

理工 3 5 1

薬 1 0 0

文芸 12 22 31

総合社会 一 一 0

不明 2 0 0

学部別内訳を見ると、文系学部か らの参加が多いが、ほぼ全学部か らの参加がある。参

加学生か らは留学生 との交流のみならず、他学部 との学生、先輩後輩 との交流の場になり

良かったという意見 もあることか ら、今後 とも全学的な取 り組み として続けてい くことが

必要であろう。

表7日 本人学生の履修第二外国語 (名)

独 仏 中 韓 西 伊

2008年 1 2 25 2 1 1

2009年 2 4 14 21 3 3

2010年 2 1 25 25 2 1

当初 より本行事の広報は学内の掲示板 にポスターを貼ること以外に、第二外国語科 目の

授業中に参加の呼びかけを行ってきたため、参加者の大部分は第二外国語 を履修 している。

表8留 学生の出身地 (名)

2008年
中国7台 湾8韓 国10

パ キス タン1カ ナダ2

イン ドネシア1

2009年 中国18台 湾8韓 国10 ドイツ1

2010年
中国16台 湾3韓 国12

ミャンマー1ア メ リカ1

ベ トナム1

第二外国語履修学生の大部分が中国語 と韓国語を履修 してお り、また、留学生 も中国、

台湾、韓国か らの出身が多いため、 日本人学生にとっては学習 している言語を使用 してみ
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たり、留学生の出身地に対する質問をするなど、また、留学生にとっても日本人の友人を

作るきっかけになったり、 自らの出身地に対する情報提供がで きる等、相互交流が比較的

容易な場になっている。

しか し、より多 くの留学生の参加こそ、身近な異文化接触の機会にも繋が り、更には学

内のより活発な国際交流に結び付 くと考えられる。本学におけるより一層の留学生の多様

化が望まれる。

3.2「 ことばの フェスティバル』の総括

「こ とばのフェスティバ ル』 の発表人数の変化 は次の通 りである。

表9「 ことばのフェスティバル』発表人数及び発表言語

2008年 2009年 2010年

21
合計人数 11 16

(19組)

ドイツ語 4 ドイツ語 4

発表言語
中国語

韓国語

9

2

中国語

韓国語

日本語

5

4

2

フランス語

中国語

韓国語

1

7

5

タイ語 1 日本語 2

法学部 2 法学部 1

法学部 2 経済学部 1 経済学部 5

発表学生 経済学部 2 経営学部 4 経営学部 2

所属学部 理工学部 2 理工学部 1 理工学部 3

文芸学部 3 文芸学部 7 文芸学部 8

別科 1 別科 2

回を重ねる毎に発表人数のみならず、言語 も多様化 してきた。外国語による発表である

ため、文系学部か らの発表者が多いが、 どの年にも理系学部か らの参加があ り、文系理系

問わず学生は多様な言語へ関心を持っている表れであろう。

3.3今 後の展開

これまで3年 間に渡 り、第二外国語学習の支援、日本人学生 と留学生の学内における国

際交流の活性化 を目標に本活動 を実施してきたが、現時点においては参加 した学生同士の

交流の中で、言語の学習のみならず、自らと異なる文化に触れることがで きる、相互理解

のための一歩を踏み出した状態にあると言えよう。本活動は今後とも引き続 き行なってい く
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必要があるが、数的な面 よりも質的な面において より発展 させてい く必要があると考 える。

その ためには、交流 の きっかけの提供 や学習へ の動機 づけ を 目標 とす る ことのみ な ら

ず、 よ りレ・ベ ルの高 い外 国語学習の機会提供、及 び多様 な形での 国際交流の活性化 を積極

的に推 進 してい くべ きで ある と考 える。その 内容 として、学生へ の学習支援 方法 の多様

化、及 びそれ に伴 うス タ ッフの役割 につい て挙 げてみ る。

「パ ー トナー シ ップ』 及び 「こ とばのフェステ ィバ ル』へ の参 加 を通 じ、興 味のあ る外

国語 をこれまで以上 に積極的 に学 ぼう とい う学生が増 えてい る。 この学習意欲 を維持す る

こ とに より、 よ り高い レベ ルの外 国語習得へ繋が るであ ろ う。そ のためには、一時的 な行

事のみ な らず、 旧語学教育部 におい て運営 してい た、第二外 国語サ ロ ンの代 わ りになる も

のを設置す る必要が ある と考 え られ る。現在、第二外 国語 を各学部の外 国語科 目以外の授

業で学習 で きるのは語学 セ ンターの 開講科 目のみ である。 しか し、 これは週一 回の科 目で

あ り、学 生本 人の授業 時間割 に よって希 望 していて も受 講で きない ケース もある。そ こ

で、 いつ で も気 軽 に学 ぶため に訪ね る ことがで きる、「第二外 国語学習室」 の設 置 を提案

したい。 ここで は教員のみ な らず、学内 の留学生 の協力 を得つつ、学生 は自 ら主体的 に学

びなが らも、常 に学習で きる環境が あるこ とによ り、意欲的 に学習 に取 り組 むこ とがで き

る と考 え られ る。

この ような取 り組み を行 なってい くためには全学的 な取 り組み を前提 としなけれ ばな ら

ない。特 に、「第二外 国語学 習室」 は語学 の教員 のみ な らず 、各 学部 に在籍 してい る留学

生 に も呼 びか けてい くこ とが考 え られ るが、呼 びか けの際 には各学部 の教職員の理解 と協

力が不可欠であ ろ う。留学生 の協力 を得 るこ とが で きれ ば、 日本人学生 に とって は学 んで

いる言語 の母語話者 との 日常 的な交流 も可能 にな り、 同時 に留学生 に とって も日本人学生

との繋が りの場 に もなる。新 たな試み となるが、 これ までの教育交流活動 と同様 に、 どち

らかが一方的 に恩恵 を受 けるので はな く、 日本人学生、留学生双方 に とって ため になる取

り組み となるで あろう。

また、 『パ ー トナーシ ップ』 及 び 『こ とばの フェス ティバ ル』 を通 じて知 り合 った学生

同士 に よる自主的 な交流活動 の動 きも見受 け られ る。 これ までの教育交流活動が教員主導

に よる ものであ ったのに比べ、学生が主体 となった国際交流活動へ と展 開す る可能性があ

る と言 える。 このよ うな外 国語学習及 び、 国際交流 を 目指 した新 たな活動 に対 して も側面

か ら支援 してい く必 要が あるであ ろ う。 この動 きが実際 に形 として現 れて くるのであれ

ば、今後 、 「パ ー トナーシ ップ』 と 『こ とばの フェス ティバ ル』 を共 に運営 してい くこ と

も可能で あ り、 よ り多様 な教育交流活動が展 開で きるで あろう。
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4.む すび

ここ まで、2010年 度 に実 施 した 「パ ー トナー シ ップ』 と 『こ とばの フ ェス テ ィバ ル』

の報告及 び、本学 にお ける二つ の教育交流活動の これ までの ま とめ、 そ して今後の方向性

につ いての提案 を行 なった。

外 国語 を学ぶ こ とは新 たな価値観 との 出会 いで もあるが、 これ を教養 として身 につ ける

と同時 に隣人 との交流の きっか けになるこ ともで きる。大学生 に とっては在学 中に英語 を

は じめ、 その他 の言語の学習 も通 じ、広い視野 と多様 な価値観 を身につ けるこ とがで きる

であろ う。特 に、第二外 国語 は授業 を通 じた学習以外 に も、学内 にお けるこれ までの教育

交流活動 を通 じてよ り身近 に言語 に触れ、学ぶ こ とがで きる。在学 中はこの よ うな機会 を

通 じて少 な くとも一つの外 国語 を習得 し、実践的 な語学力の養成 を通 じた検定試験等の資

格取得 に も繋 げるこ とが で き、 同時 に将来の進 むべ き方向 に も何 らか の影響 を与 えるこ と

がで きるであろう。

3年 間 に渡 って実施 して きた教育 交流活動 は、参加 した学 生が異文化 との接触 を通 じ、

よ り前向 きに、外 国語 を学ぶ喜 びを味 わうこ とで学習意欲の向上 に繋が った こ とが一つの

成果 であった と言 えるで あろ う。

この成 果 も反省点 も含 め、今 後 も 『パ ー トナー シ ップ』 と 『ことばの フェステ ィバル』

の教育交流活動 を基 に しつつ、本稿で提案 した内容 をは じめ、 どのような学習及 び交流の

環境 を整 えてい くこ とが で きるかが今後 の課題で あろ う。
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資料編

1.第3回 「パ ー トナ ーシップ』ア ンケ ー トの結果

・実施 日:2010年6月16日

・対象:第3回 パ ー トナーシ ップ参加学生103名

・回収数:86名(日 本人学生55名 、留学生31名)

1.1回 答者の学部

(名)

学部 日 留 学部 日 留

法 10 0 文芸 26 4

経済 2 2 総合社会 0 3

経営 17 10 留学生別科 一 8

理工 0 4

1.2履 修 してい る(履 修 したことの ある)外 国語

(名)

英 独 仏 中 韓 伊 西 日

日本人 40 2 1 25 25 1 2 一

留学生 23 2 0 6 6 0 0 23

*複 数回答含

1.3パ ー トナーシップを知 った きっか け

(名)

項 目 日 留

学内掲示ポスター 16 5

教員の案内 24 11

友人等、知 り合 いか ら 8 6

その他 0 0
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1.4パ ー トナ ー シ ッ プ へ の 参 加 理 由

(名)

項 目 日 留

留学生(日 本人学生)と 友だちになりたかったから 39 19

外国語で話 してみたかったから 9 8

国際交流 に興味があったから 36 16

教員や友人の勧めがあったから 8 8

以前参加 して楽 しかったから 2 0

その他 0 0

1.5参 加 して良 かった点(自 由記述式)

(名)

日本人

いろいろな国の人と交流ができた 28

留学生や日本人の友だちができた 25

外国語で会話ができた 6

外国のことが知れた 4

いろいろな文化 を知 ることがで きた 1

外国人が見た日本のことについて聞けた 1

日本語学習のお手伝いがしたいと思った 1

留学生

日本人や留学生の友だちができた 19

日本人、他国の人と交流ができた 6

外国語 を話す学生 と話せた 3

ゲームが楽 しか った 2

自分の国に関心のある人と話せた 3

勉強になった 1

日本人学生が外国に興味を知っていることが知れた 1
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1.6今 後への期待、改善点(自 由記述式)

(名)

日本人

留学生 と日本人の座席配置方法 10

ゲーム内容の充実 8

時間延長 8

年に複数回開催(他 のイベントも含めて) 5

留学生が少ない 3

英語圏の留学生 とも交流 したい 3

施設改善(マ イクが聞き取 りづらかった) 1

留学生

時間延長 3

ゲーム内容の充実 3

留学生 と日本人の座席配置方法 2
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2.第3回 『こ とばの フ ェス テ ィバル』 入賞者及 び成績 上位 者 の発 表原稿 、原稿 の 日本

語訳*発 表学生の原稿に若干の修正を加えた。

1位:文 芸学 部2年 生(韓 国語)2位:法 学部3年 生 ・文芸学研 究科M1(ド イツ語)

3位:文 芸学 部1年 生(韓 国語)人 気賞:別 科生(日 本語)

2.1文 芸学部2年 韓 国語



タイ トル 「本 当の友 だち」

こん にちは。私 の名前 は○○ ○ といい ます。私 は去 年 か ら韓 国語 を熱心 に学 んでい ま

す。韓 国語 を学 んでみて、韓 国人 と直接 話が したい と思 うようにな りま した。 もし韓 国人

の友達が出来た ら、一緒 にお しゃべ りをして、買い物、食事 な どを したい と考 えてみ ます。

しか し、大学で韓 国語 を学 んで一年が過 ぎて も、私が韓 国人 と知 り合 う機会 はあ りませ

んで した。そ んな中、今年 の7月13日1つ い に韓 国人 と出会 う機会 が あ りました。その

い きさつ をお話 したい と思い ます。

そ の 日の3時 限、私 は総合社会学部の前の オープンテラス の前 に座 って、英語の勉強 を

していま した。 しば らくす る と、背後か ら人気 を感 じま した。気 になって後 ろを振 り返 る

と、女 の子が2人 立 っていて私 を見 てい ま した。「なんだ ろ う?」 と気 にな りなが ら も、

勉強 を続 けてい ま した。

す る と、 その女 の子2人 組が私 の もとに近寄 って きま した。そ して ノー トを見 なが ら

「あの、私 た ち韓 国人 なのですが、お話 して もいいです か?」 と、 日本語 で私 に語 りか け

たのです。「わ あ～ こんな ことってあるのね～111」 ととて も驚 きま したが 、嬉 しく思

いま した。

"型 尋テ司 香 碧 午 銀司豆
."と す ぐに返答 しま した。す る と、「韓 国語 で きるんです

か?今 日、私た ちの ホームス テイ先でパ ーティーをす るのですが、夕食 を一緒 に食べ ませ

んか?」 とお誘い を受けたのです。突然 の ことで驚 きましたが 、「はい」 と承諾 しま した。

そ こか らす っか り意気投合 した私 たちは、一時 間近 く片言 の韓 国語 と日本語で会話 しま

した。2人 とも大学生 で、観 光で3週 間大 阪に来てい るといい ました。

4時 限 目に私は授 業があ ったので、5時 に正 門前 集合 をして、一旦 「ア ンニ ョンヒ カセ

ヨ(さ ようなら)」 と言い ま した。授 業が終 わって5時 に待 ち合 わせ場所へ 向かいま した。
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彼女 たちか ら、「あっちに私た ちの友達 がい るので行 きましょう」 と言 われ、ついてい

くと…。 そこには韓 国人が6人 も待機 してい ま した。 ほんの数時 間前 まで、 ご く普通の学

生 だった私が、今韓 国人 に囲まれて韓 国語で しゃべ ってい る とは1そ の後、電車 に乗 って

彼 らが滞在 しているアパ ー トへ行 きま した。

部屋 には他の韓 国人 も何人かいて、お互い 自己紹介が終 わったあ と一緒 に夕食 を食べ ま

した。 メニュー は辛 ラーメ ン ・手作 りのキムチチヂ ミで した。 とて もお い しか ったです。

17日 の土曜 日は大 阪の天王寺へ 行 き、Mioや 通天 閣 を観光 しま した。時 間は あっ とい う

問に過 ぎ、友達が帰 国す る前 日(19日)、 お別れパ ーテ ィーに行 って きました。

そ こには他 の 日本 人の友達 もい ま した。友達 が私 たちのた めに ピアノ とギ ター を演 奏

し、沢 山の歌 を歌 って くれ ま した。言 葉 は100%通 じな くて も、心 で交流で きま した。7

月13日 に彼女 た ちと出会 ってた った数 日しか経 って いませ んが、 まるで昔 か ら知 り合い

の ように濃い時 問を過 ご しま した。 そ して出会い は、 目に見 えないた くさんの プ レゼ ン ト

を心 に抱かせ て くれ るの だ というこ とを知 るよ うにな りま した。

実 は、私 はまだ一度 も韓 国へ行 ったこ とが あ りませ ん。来年 は私が韓 国に行 って、友達

に会 いたいです。

以上です。あ りが とうございます。

2.2法 学部3年 生 ・文芸学研究科M1ド イツ語

A&B : Guten Tag. 

A : Mein Name  ist A. 

B : Ich heiBe B. 

A : Heute nehmen B  and ich zusammen an dieser Veranstaltung  teil, aber wir sind uns 

   durch Deutsch das erste Mal begegnet. 

B : Vielleicht wundern Sie sich, dass wir uns auf diese Weise begegnet sind. 

A : Aber Deutsch bringt uns viele Begegnungen, nicht wahr? 

B : Das stimmt! Ich bin von meinem Sitznachbarn im Zug angesprochen worden, als 

   ich in meinem Deutschbuch gelesen habe. Das hat mich  aberrascht. 

A : Na so was! Er ist also Deutscher gewesen, nicht wahr? 

B : Ja. Ich habe ihm nach besten  Kraften geantwortet. 

A : Du  Granschnabel. 

B : Und du? 

A : Auf diese Frage habe ich schon gewartet. Ich habe einen Deutschen zum Freund!
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B 

A

B 

A 

B 

A

B 

A 

B 

A

Was!? Wirklich? Wie hast du ihn kennengelernt? 

Durch meinen Deutschproffessor an der Uni habe ich viele Deutsche kennengelernt. 

Auch diesen Freund. Dann habe ich ihn durch Kyoto  gefuhrt. Wir haben viel SpaB 

gehabt,  and er hat mir sogar  ein Andenken geschenkt. 

Du bist zu beneiden! Und jetzt? 

Ich schreibe ihm noch per E-Mail. 

Super! Du hast fleiBig gelernt. 

Guck mal, was ich nur geschaft habe. Aber nicht ich habe mit ihm gesprochen, 

sondern mein elektronisches  Worterbuch. 

A-ha. Ich verstehe!  Ein  Worterbuch also. Wir sind eben doch  blod. 

Wir  mussen  wohl mehr Deutsch lernen. 

Ja. Aber das lernen macht ja SpaB, weil es  solche Begegnungen gibt. 

Sprachen lernen ist eine tolle Sache!

タイ トル 「ドイツ語が もた らした多 くの出会い」

AundB:こ んにちは。

A:私 はAで す。

B:私 はBで す。

A:今 日、Bと 私 は このイベ ン トに一緒 に出場 しています が、私 たちは ドイ ッ語 を通 じて

出会い ま した。

B:お そ らくあなた方 は私 たちが この よ うな出会い方 を したの を不思議 に思 うで しょう。

A:で も、 ドイッ語 はた くさんの出会い を もた らして くれ たよね?

B:そ の通 り1私 が ドイッ語 の教科書 を読 んでいた日寺、電車で隣の席だ った人 に話 しか け

られたよ。 びっ くりした。

A:そ うなんだ1彼 は ドイッ人 だったんだよね?

B:う ん。私 は返事 をす るので精一杯 だったよ。

A:甘 いなあ。

B:じ ゃあ、君 は どうなの?

A:そ の質 問を待 ってたよ。私 は友達 に一人の ドイツ人がい るんだよ。

B:え1?本 当?ど うや って彼 と知 り合 ったの?

A:大 学 の教授 を通 じてた くさんの ドイッ人 と知 り合 った よ。 この友達 もそ うだ よ。そ し

て、私 は彼 に京都 を案 内 した よ。 とて も楽 しか った し、その上、彼 は私 に思い 出の品
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をプ レゼ ン トして くれ た よ。

B羨 ま しいなあ1今 は どうしてるの?

Aメ ールのや り取 りを してい るよ。

Bす ごい1熱 心 に勉強 したんだね。

Aど んな もんだい。で もね、彼 と話 したのは私で はな くて私 の電子辞書 なんだ。

Bそ う。 なるほ どね。 さすが辞書 だ。私 たち もまだまだだね。

Aも っ と ドイッ語の勉強 を しな くちゃい けないね。

Bう ん。 で も、 この よ うな出会いが あるか ら、勉強がで きるよね。

A語 学 はす ごい ね。

2.3文 芸学部1年 生 韓 国語
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望早 舎午 午旦叫 筈裂讐裂 銀ス1姓 望ス1セ 鴇鉄司豆.刈 セ ユ 舎午 午暑 喫暑 牛 銀・囲豆.想

遇早ス回 釧テ 剋剋 刈司暑列刈 昇午 午暑 手セ 叫巽尋 叫音州 召号銀・囲豆.

暑(判 ・千λ1刈 召入干雪月τ斗.
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タイ トル 「わた しが触 れたあたたかい韓 国」

み なさん、 こんにちは。

わた しは○○○ といい ます。文芸学部 の1年 生 で、韓 国語 を専攻 してい ます。

ところでみ な さん、東方神起 や少女 時代 、KARAな どのアイ ドルグルー プを ご存 じで

しょうか。最近 日本での活動が話題 になっています よね。 わた しは韓 国の歌が好 きで、韓

国に興味 を持 ち始め ま した。

しか し、韓 国語 を専攻 している理 由はそれ だけではあ りませ ん。 日本 と韓 国は地理的 に

も近 い国で、歴史的 に も関係が深い 国です。 しか し両国の 問には様 々な問題が未 だに残 っ

てい ます。 日本 と韓 国は色 んな意味 で 「近 くて遠 い国」 と言 えるで しょう。 これか ら、そ

のような距離 を少 しで も縮 めてみ ようとい う思 いで、韓 国語 を専攻 に選択 しま した。

私が韓 国語 を勉強 し始 めて4ヶ 月が経 った今年 の8月 、語学研修の ため に韓 国に3週 間

行 ってい ま した。そ の時経験 したこ とをひ とつ紹介 します。

韓 国で の移動手段 は主 に地下鉄やバスで、料金 は 日本 よ り安いです。あ る 日ソウル市内

に遊 びに行 った とき、地下鉄 に乗 ったのですが、 その時、座 って い らっ しゃるお ばさんの

前で、友達 と日本語で、特 に関西弁で話 していた ら、そのお ばさんが 「日本人 なの?」 と

尋 ねて きま した。「そ うです。」 と答 える と、「これ食べ て1」 と言い なが ら、差 し出 して

くれ たの は トウモ ロコシで した。 わた したちは、お ばさんの カバ ンの 中か ら トウモ ロコシ

が 出て きたこ とにびっ くりし、 うけ とるか、 うけ とるまいか悩 んでい たのですが、お ばさ

んが微 笑み なが ら 「食べ て1食 べて1」 と何 度 も言 うので、受 け取 って食べ てみ ま した。

日本 の トウモ ロコシよ りモチモチ してい て、甘 くはあ りませ んで した。 わた しはその トウ

モ ロコシを忘れ るこ とが で きませ ん。見ず知 らず の外 国人で あるわた したちに トウモ ロコ

シを くれ た温かい心 に感動 しま した。

ご静聴 あ りが とうございま した。

2.4留 学生別科 日本語

タイ トル 「日本留学、 これ まで とこれか ら」

私 は 日本へ4月 に来 ま した。そ して、 もう8ヶ 月 にな ります。 日本で過 ごす 日々が ミャ

ンマ ーで過 ごす 日々よ り過 ぎるのが早い と感 じています。 日本へ来 た時、 ち ょうど桜が咲

いていて とて も感動 しま した。 なぜ な ら、私 は初 めて桜 を見 たか らです。あの時見 た景色

は一生忘 れませ ん。

そ して、 日本 に来 たばか りの ころ、「す み ませ ん」 はあや まる時 に使 う言葉 だ とばか り
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思 っていたので、 日本 人はいつ もあや まってい る と思 い込んでい ま した。 しか し、「すみ

ませ ん」 は コ ミュニケー シ ョンの潤滑油 の ような もので、「あ りが とう」 の意 味で も使 う

し、 たず ねる時 に も使 うと知 り、大変驚 きま した。

私が 日本 に留学 しよ うと思 った きっか けは ミャ ンマ ーで は農業が盛 んで、私 は前か ら農

業 に興味が あ り、農業の大学 に進み ま した。 その時、 日本 に留学 してい る姉か ら日本の さ

まざまな話 をよ く聞 いていま した。 その 中でお店 に並ぶ野菜や果物が色 も形 もとて もきれ

いだ し、す ご くおい しい と聞 き、 とて も興味 を持 ちま した。 日本 は ミャンマ ーよ り農業の

技術 が 進 んで い るの で、 日本 で 農業 につ い て勉 強 した い と思 い ま した。将 来 は ミャ ン

マ ーへ帰 って 日本で学 んだ技術や知識 な どを活か して、 ミャンマ ーの農業の発展の手助 け

になる ような仕事 を したい と考 えてい ます。

2.5文 芸学部2年 生 中国語

称佃好。我叫○○○。我是近畿大学文乞系的学生,現 在二年級。我喜炊占 卜。

占 卜有好多和美。例如血型占 卜、星占和手相等。在日本最流行的占 卜要数血型占 卜了。因

力流行,所 以在根多的需店里都有出岱迭一美的需。根据需上所悦,血 型共分力四神,人 的

性格也是由迭四神血型決定的。A型 的人根畝真、細心、喜炊干浄。B型 的人比較以自我力

中心、有 自己的想法。0型 的人力人倣事島島虎虎、大大例例、喜炊 自由。AB型 的人来脳

聴明、捕有双重人格、有比較強的独創性。対干遠些,我 以前贅成迭秤悦法,因 力需上所悦

的,在 大多数的人身上都可以体現出来。但是対此表示否定的人也根多。他佃悦性格和血型

没有美系,人 的性格是不可以只分成四ノト和美的。血型占 卜是否可以准碗的測拭出人的性格

我不知道。但是中学吋代,我 是非常相信占 卜的。

那全吋候,毎 天都要杁屯視上看当天的星座這勢。星座占 卜中,最 受女生炊迎的是恋愛込

的占 卜,其 中就包括我。那イ旧寸候,班 上有一ノト男生非常受女生的炊迎。班上有三介女生都

喜炊他。好笑的是那三ノト女生的星座都一祥。所以恋愛這的好圷也一祥。如果悦根据星座可

以判断恋愛這的好圷,就 可以知道什広吋候可以恋愛,可 以銀什広人恋愛,那 是不是悦因力

星座相同的原因,所 以三奈女生同吋可以和那奈男生淡恋髪。答案是不可能。杁遠件事后我

升始不相信占 卜了。

量然我不再相信占 卜了,但 実防上相信占 卜的人込是有根多的,因 力占 卜而高巣、因力占

卜而彷心,心 情的変化全部由占 卜而決定,遠 辻我覚得根有趣。但是因力占 卜而使心情変杯

迭辻我覚得是一和"浪 費"。 力什広原本好好的心情要因カーノト不知道是否准碗的占 卜鈷果

而影口向呪?保 持一ノト好心情是多広美好的一件事ロ阿!所 以対干占 卜,最 好是不要完全相信,

保持一ノト平和的心恣。遠祥的活,就 可以根幸福的生活下去了。
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タイ トル 「占い」

こんにちは。私 の名前 は○○○ です。私 は近畿大学 文芸学部の学生 で、2回 生です。私

は占いが好 きです。

占いにはた くさんの種類 があ ります。例 えば血液型 占い、星 占い、手相 占いな どです。

日本 で最 も流行 している占い は血液型 占いで しょう。流行 してい るために、沢 山の書店で

み な、 この種の本 を販売 しています。本 のい う所 による と、血液型 は合 わせ て4種 類 に分

け られ、人 の性格 も、 この4種 類 の血液型 に よって決め られ ているそ うです。A型 の人

は、真面 目で、気が利 き、 きれい好 きで、B型 の人 は、少 し自己 中心的で、 自分の考 えを

持 っていて、0型 の人 はおお ざっぱで、気 まぐれで、 自由 を好み、AB型 の人は、頭が よ

く、二面性があ り、独創 的で ある とされ てい ます。本の 中でい われているこ とは、沢 山の

人 に具体 的に当 てはめ られるので、私 は以前、 この こ とにつ いて信 じてい ま した。 しか

し、 これ に対 してこれに否定す る人 は とて も多い のです。彼 らは、性格 は血液型 と関係が

な く、人 の性格 は4種 類 に分 けるこ とは出来 ない とい ます。血液型 占いが、人の性格 を正

確 に検証す るか どうか、私 は分か りませ ん。 しか し、 中学生 の時、私 は とて も占い を信 じ

てい ま した。

あの頃、毎 日テ レビで その 日の星座 占いの運勢 を見てい ま した。星座 占いの 中で最 も女

の子が好 きな占いは恋愛運の 占いで、そ の中に私 も含 まれてい ま した。あの時 クラス に と

て も女の子 に人気の ある男の子がい ま した。 クラスの3人 の女の子 はみ な彼の こ とが好 き

で した。面 白い事 にその3人 の女の子 はみ な、星座が 同 じだったのです。 だか ら、恋愛運

の良 し悪 しも、 同 じです。 もし、星座 占いで恋愛運の良 し悪 しを判断で きる とすれ ば、い

つ恋愛 で きるか、誰 と恋愛 で きるかが分 か り、それ は星座 が同 じだか ら彼女 た ち3人 は、

あの男の子 に恋愛で きる と言 ってい るので はない で しょうか。答 えは、それ はあ りえない

事 なのです。そ のこ とが あってか ら、私 は占いをあま り信 じな くな りま した。

私 は占いを信 じていないけれ ども、実際 に占い を信 じてい る人 は大勢いて、 占いのおか

げで嬉 しくなった り、 占いのせいで悲 しくなった り、 占いが心 を操 るこ とは、 とて も面 白

い と思 い ます。私 は、 占いの為 に心が落 ち込んで は、"勿 体 ない"と 思 うのです。 どう し

て もともと気分が良か ったの に、確かか どうか分か らない 占いの結果で影響 を受 ける必要

はないの です。良い結果 だけを信 じれ ば、 どんなに素晴 らしいこ とで しょう。 だか ら、私

は占いにつ いて最 も良い事 は、完全 に信 じ切 らず、心 に平和 なゆ とりを保つ こ とです。そ

うす れば、 とて も幸せ な生活 を送 ってい く事が 出来 るで しょう。
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3.第3回 に とばの フェステ ィバ ル』聴衆 か らの感想抜粋

「今 回 ことばの フェス テ ィバ ル に聴 く側 と して参加 して思 った こ とは、ス ピーチ した

方 々は皆、大学生活で 自分が したい こ とを素直 に してい るな と思 いま した。正直、僕 自身

が今、大学生活で したい こ とが何 なのか はっ きりしてい ない し、将来何が したいのか わか

らないので、皆が う らや ましい と思 い ました。(中 略)ド イッ語 を第二外 国語 で とってい

ますが、 あそこまで話せ た らいい だろ うな と思い ま した。更 に他 の言語 に も触れ るこ とが

で き、非常 に良い機会 だった と思い ます。」(法 学部1年 生 ドイツ語履修)

「僕 は中国語 を選択 してい るので、 中国語 以外 の語学 はス ピーチ だけでは理解 で きませ

んで した。 しか し、 ドイツ語 、韓 国語、 フラ ンス語 な ど、 た くさん聞 けて よか ったです。

発表者の人の体験 談 を聞 くと、大学生 ってす ごい行 動力 と自由さがあるのだ と感 じました。

大学の間 に留学 や海外旅行 の経験 を したい と思い ました。」(法 学部1年 生 中国語履修)

「思 った ことは、み な さんス ゴい とい うこ とです。発音 な ど もしっか りで きていた し、

中には身振 り手振 りを使 って話 して いた人 もいま した。で も、僕が一番感 じたの はこんな

に話せ るのは 日頃か ら第二外 国語 に力 をいれ てい るため だな と、強 く感 じるこ とがで きま

した。 これか ら第二外 国語 に今 よ り以上 に力 を入 れたい と思い ま した。」(経 営学部1年 生

中国語履修)

「この機会 を通 して、韓 国語以外 の学習者 の様子が伺 えて よか ったです。 とて も刺 激 に

な りま した。言葉 を通 じて皆 一様 に素 敵 な出会 い にめ ぐ り会 った り、新 たな世 界 に 出

会 ってい るよ うで、 それが どの人か らも伝 わって きま した。学 んでい る言語 は違 って も共

感す る ところが た くさんあ って、楽 しか った し、感動 しま した。(以 下、省略)」(文 芸学

部2年 生 韓 国語履修)

「外国人 と話す機会が少ない 日本でこのレベルに達 したのはすごい と思 う。」(別 科生)

「面 白か った。感心 した。 しか し、話ばか りで何 か物足 りない と感 じられた。」(別 科生)
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4.第3回 「パ ー トナーシ ップ』及 び 『こ とばのフ ェステ ィバル』 の写真

4.1「 パ ー トナ ーシップ』

歓談 の様子 交流ゲ ーム
1　 τ ■書1■ ■1し 一 畳㌧

4.2「 ことばの フェスティバル』

発表 の様子① 発表の様子②(二 人組の発表)

発表者たち 発表者 と審査員、観客
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